
　
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、「
埼
玉
県
青

少
年
健
全
育
成
条
例
」
と
同
施
行

規
則
が
改
正
さ
れ
、
２
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

※
「
青
少
年
」
は
、
１８
歳
未
満
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

○
改
正
の
ポ
イ
ン
ト 

①
有
害
図
書
な
ど
へ
の
規
制
強
化 

　
青
少
年
が
有
害
図
書
を
閲
覧
で

き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
書
店
な
ど

で
、
一
般
図
書
と
有
害
図
書
と
の

区
分
陳
列
の
基
準
を
設
け
ま
し
た
。 

②
青
少
年
の
深
夜
外
出
に
関
す
る

規
制
の
強
化 

　
深
夜（
午
後
１１
時
〜
午
前
４
時
）

に
お
け
る
青
少
年
の
入
場
を
禁
止

す
る
施
設
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

「
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
」に
加
え
、

「
マ
ン
ガ
喫
茶
」
と
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」
も
対
象
と
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
深
夜
営
業
を
行
う
事
業
者
を
対

象
に
、
深
夜
に
施
設
・
敷
地
内
に

い
る
青
少
年
に
対
し
、
帰
宅
を
促

す
よ
う
に
す
る
努
力
義
務
を
新
設

し
ま
し
た
。 

※
保
護
者
は
、
深
夜
に
青
少
年
を

外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

③
性
の
逸
脱
行
為
に
関
す
る
規
制

の
強
化 

　
青
少
年
か
ら
、
着
用
し
た
下
着

な
ど
を
買
っ
た
り
、
仲
介
し
た
り

す
る
な
ど
の
行
為
を
禁
止
し
ま
し

た
。
ま
た
、
青
少
年
を
性
風
俗
店

な
ど
で
接
客
業
務
に
従
事
す
る
よ

う
に
勧
誘
す
る
こ
と
な
ど
も
禁
止

し
ま
し
た
。 

　
い
ず
れ
も
違
反
者
に
は
３０
万
円

以
下
の
罰
金
を
科
し
ま
す
。 

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関

す
る
努
力
義
務
の
新
設 

　
保
護
者
な
ど
に
対
し
て
、
青
少

年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
に
あ
た
り
、
性
的
表
現
を
含
む

情
報
、残
虐
性
を
助
長
す
る
情
報
、

犯
罪
・
自
殺
を
誘
発
す
る
情
報
な

ど
を
閲
覧
・
書
き
込
み
・
掲
載
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
努
力
義
務
を

新
設
し
ま
し
た
。 

　
　
県
総
務
部
青
少
年
課 

�
８
３
０
―
２
９
１
４ 

　
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済

は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ

わ
れ
た
家
庭
へ
の
経
済
負
担
を
少

し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
加
入
者
の
拠
出

金
（
会
費
）
に
よ
り
、
見
舞
金
を

支
払
う
相
互
扶
助
の
共
済
組
合
で

す
。
万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

会
費
（
年
額
）
大
人
９
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
小
人
５
０
０
円 

共
済
期
間
　
平
成
１７
年
４
月
１
日

〜
平
成
１８
年
３
月
３１
日 

加
入
資
格
　
町
に
住
民
登
録
し
て

あ
る
方
、
外
国
人
登
録
し
て
あ
る

方
、
お
よ
び
加
入
資
格
の
被
扶
養

者
で
修
学
の
た
め
、
町
外
に
転
出

し
て
い
る
方
。 

　
　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

現
在
加
入
し
て
い
る
方
は
３
月
末

日
で
加
入
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
の
で
、
継
続
加
入
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
な
お
、１７
年
度
か
ら
小
・
中
学
生

も
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
　
住
民
課
　
２
１
１
１ 

　
今
年
度
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り

ま
し
た
。
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
）、

普
通
徴
収
（
納
入
通
知
書
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
方
）
と
も
今
月

末
が
今
年
度
最
後
の
納
期
と
な
り

ま
す
。保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
、

滞
納
の
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う

な
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
も
う
一
度
納
め
忘
れ
が

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

　
　
高
齢
障
害
課
　
２
１
２
４ 

問 

内 

問 

問 

内 

１年間滞納した場合�介護サービスの利用料が、いったん�全額利用者負担になります。�

１年６か月滞納した�
場合�

一時的に介護保険給付が差し止めら�
れます。なお滞納が続く場合には、�
差し止められた介護保険給付額から�
滞納額を控除することがあります。�

２年間以上滞納した�
場合�

介護保険料未納期間に応じて利用者�
負担が３割に引き上げられたり、高�
額介護サービス費が受けられなくな�
ったりします。�

　町では、新潟県中越地震被災者への義援金受付を地震直後
から、役場窓口等に募金箱を設置し実施してきましたが、昨
年１２月２４日で終了させていただきました。この間、皆様から
いただいた義援金は、総額で５５７，０１３円となりました。 
　この義援金は、日本赤十字社を通じ被災者の方々へ届けら
れます。皆様のあたたかいご支援をいただき、ありがとうご
ざいました。 

申 

交通災害共済交通災害共済�交通災害共済交通災害共済�交通災害共済�

青少年の深夜外出に青少年の深夜外出に�

　　　関する規制を強化　　　関する規制を強化�

青少年の深夜外出に�

　　　関する規制を強化�

介
護
保
険
料
の�

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？�

埼玉県青少年健全育成�
条例が改正されました�（� ）�

新潟県中越地震災害義援金報告�
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こ
の
制
度
は
、
乳
幼
児
の
保
険

診
療
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。
町
で
は
現
在
、
所
得
制
限
を

設
け
た
う
え
で
、
入
院
・
通
院
と

も
に
小
学
校
就
学
前
ま
で
を
対
象

年
齢
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
１７
年
４
月
診
療
分
か
ら
所
得
制

限
を
廃
止
し
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
現
在
、
乳
幼
児
医

療
の
登
録
済
の
方
で
所
得
制
限
に

よ
り
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

乳
幼
児
に
つ
い
て
も
支
給
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
就
学

前
ま
で
更
新
の
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。 

　
所
得
制
限
の
廃
止
に
よ
り
支
給

対
象
と
な
る
方
お
よ
び
支
給
期
間

の
変
更
に
な
る
方
に
は
、
３
月
中

に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
い
た

し
ま
す
。 

　
な
お
、
収
入
が
多
い
と
い
う
自

己
判
断
で
、
乳
幼
児
医
療
の
登
録

自
体
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
急

に
登
録
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
な
い
方
へ
の
通
知
等
は
で

き
ま
せ
ん
。 

　
　
医
療
係 

　
２
１
６
１
、
２
１
６
２ 

　
大
宮
社
会
保
険
事
務
所
職
員
に

よ
る
出
張
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
１６
年
度
の
保
険
料
と
、

過
去
２
年
以
内
の
未
納
保
険
料
や

過
去
１０
年
以
内
の
追
納
保
険
料
な

ど
が
納
め
ら
れ
る
集
合
徴
収
も
行

い
ま
す
。 

　
ご
相
談
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）・
納
付

書
・
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
ら

れ
た
案
内
状
（
は
が
き
）
等
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
年

金
に
つ
い
て
疑
問
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
２
月
２３
日
� 

　
　
　
１３
時
〜
１６
時 

場
所
　
役
場
３
階
第
３
会
議
室 

　
　
年
金
係
　
２
１
６
４ 

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

方
の
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
税

と
国
、
県
お
よ
び
町
の
負
担
金
で

運
営
し
て
い
ま
す
。 

　
保
険
税
を
納
め
な
い
方
が
い
る

と
相
互
扶
助
の
制
度
が
成
り
立
た

な
く
な
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康

保
険
自
体
の
運
営
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。 

　
加
入
者
の
方
々
の
公
平
な
負
担

の
た
め
に
、
国
保
税
に
未
納
が
あ

る
世
帯
に
は
短
期
保
険
証
制
度
を

適
用
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
１７
年
度
の

場
合
、
保
険
証
の
定
期
更
新
日
で

あ
る
５
月
１
日
ま
で
に
、
１６
年
度

分
の
国
保
税
の
未
納
分
が
１
期
分

で
も
あ
る
場
合
に
は
、
未
納
が
な

く
な
る
ま
で
は
、
有
効
期
間
が
１

年
間
の
通
常
の
保
険
証
に
代
わ
り
、

３
か
月
の
短
期
保
険
証
を
発
行
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
な
お
、
こ
の
短
期
保
険
証
は
３

か
月
ご
と
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
都
度
保
険
年
金

課
お
よ
び
税
務
課
窓
口
に
来
て
い

た
だ
き
、
納
税
と
納
付
相
談
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
生
じ
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
な

る
べ
く
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。 

　
　
国
民
健
康
保
険
係 

　
２
１
６
２ 

問 内 

問 内 問 

内 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度�

４
月
か
ら
所
得
制
限
を
廃
止
し
ま
す�

年金年金を受給受給�
されている方の�

各種届出各種届出�

年金年金を受給受給�
されている方の�

各種届出各種届出�

年金を受給�
されている方の�

各種届出�

こんなとき�
　　こんな届出を�

　年金を受けている方に

は、次のような届出が必

要になります。年金を正

しく受け取るため、必ず

届出をしましょう。 
（注１）国民年金第１号被保険者期間のみの場合�
（注２）旧国民年金法による年金を受給されていた方が亡くなった場合�
（注３）旧国民年金法による年金（障害・母子・準母子・遺児・寡婦）を受給されていた方が亡くなった場合�

届 　 　 出 　 　 先 �届 　 出 　 の 　 種 　 類 �届 出 を 必 要 と す る と き �
社会保険業務センター�年金受給権者現況届�誕生日がきたとき�

大宮社会保険事務所�年金受給権者住所・支払機関変更�
届�住所や受取場所を変えるとき�

大宮社会保険事務所�年金受給選択届�２つ以上の年金を受ける権利ができた�
とき�

事業主から社会保険事務所に�「年金手帳」を事業主に提出�
（資格取得届）�就職・転職したとき�

大宮社会保険事務所�老齢厚生・退職共済年金受給権者�
支払停止事由該当届�

失業給付・高年齢雇用継続給付を受け�
るとき�

社会保険業務センター�国民年金・厚生年金保険老齢給付�
裁定請求書�

特別支給の老齢厚生年金を受けている�
方が、６５歳になったとき�

大宮社会保険事務所�
伊奈町役場（注１）�

老齢基礎・厚生年金支給繰下げ請�
求書�

６６歳以後に支給を繰り下げて年金を受�
け取りたいとき�

大宮社会保険事務所�
伊奈町役場（注２）�年金受給権者死亡届�年金を受けている方が亡くなったとき�

大宮社会保険事務所�
伊奈町役場（注３）�未支給年金・保険給付請求書�亡くなった方が受け取れるはずであっ�

た年金が残っているとき�

大宮社会保険事務所�年金証書再発行申請書�年金証書を汚したり、なくしたとき�
大宮社会保険事務所�年金受給権者氏名変更届�氏名が変わったとき�

大宮社会保険事務所�遺族年金（給付）裁定請求書�遺族年金が受けられるとき�

ご存じですか�

国民健康保険税国民健康保険税�

未納者の未納者の�

短期保険証制度短期保険証制度�

国民健康保険税�

未納者の�

短期保険証制度�

年�

金�

相�

談�
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